
 

切り替えの力＝自己決定力につながる関わりについて 

 

４月から約４か月が過ぎ、こどもたちもだいぶ日々の生活に慣れてきた頃だと思います。 

日々の生活の見通しがなんとなくついてきて、自分の好きなあそびも見つかってくると、より強くなるのが

『自分の思い』です。「こうしたい」「○○であそびたい」「もっとやりたい」そんな気持ちが高まっているお子

さんもいると思います。『自分の思い』を持てることはとても大切なことです。何が好きか、何をしていると楽

しいか、それらがあることで私たちは日々過ごしていることにやりがいを感じるからです。でも、まだ幼いこど

もたちのその主張は、時には受け入れてあげられない場合もあります。次の予定が待っているから帰らなければ

ならない、好きなことを切り上げなければならない、そんな場面はたくさんあります。 

 きためばえに通園しているＡくんも当初、この切り替えに悩ましい思いを抱えていました。Ａくんは乗り物の

おもちゃが大好き、乗り物のおもちゃでゆっくり存分に遊んでいる時に、楽しい表情を見せて、職員にも「これ

は、○○なんだよ」と教えてくれます。活動時でも傍におもちゃを置いておくことで落ち着く姿がありました。

でも降園時間はやってきて、ずっと遊んでいることは難しくなります。入園して初めの頃は、おもちゃを片付け

ることがとても辛くて泣いて、半ば強引におもちゃとお別れして帰らざるをえませんでした。気持ちよく終わり

に出来たら…、職員は考えました。そこで登場したのが“ボクノおもちゃ袋”。職員はＡくん専用の袋を用意

し、Ａくんが見やすいホワイトボートの横にかけておき、ここにＡくんが大好きな乗り物のおもちゃを入れて切

り上げることを提案したのです。Ａくんはその提案を受け入れてくれました。大好きなおもちゃがいつでも自分

の見える場所にあること、“ボクノおもちゃ袋”の中にはあることが分かり、その袋に入れることでおもちゃあ

そびを切り上げることを自分で選ぶことが出来たのです。 

 自閉スペクトラム症や発達障害の子育てにおいて多くの研修や本も出されている本田秀夫先生が監修された近

著では、こどもが社会の中で自分らしく生きていくための育てたい力のポイントとして『自己決定力』と『相談

力』が挙げられています。‘自己決定力’とは自分の希望を伝え判断する力、‘相談力’は困った時に人に頼る力

です。Ａくんのエピソードでいうと、Ａくんは乗り物のおもちゃが好きで遊びたいという希望を持っていまし

た。そこに、職員がこのような方法なら一度終わりにしても乗り物のおもちゃが近くにあるよ、という提案をし

ました。そしてＡくんは“ボクノおもちゃ袋”を使うことを選んでくれました。Ａくんの希望（思い）を知り、

それを尊重しながらも折り合いをつけられる可能性のある提案を大人がする、このことでＡくんは行動の決定に

至りました。『自己決定力』につながる一連の流れであったように思います。ここでまず大切なのは、大人がＡ

くんの‘乗り物のおもちゃが大好きなんだ’という気持ちをしっかり踏まえたことだと思います。大人がこども

の気持ちを尊重する（しっかり感じる）ことがまずは大事なのだと思います。そして、その上で提案をするこ

と、場合によっては選択肢を用意することもあるかもしれません。ここでは大人の『相談力』が必要になりま

す。押しつけではなく、こんな方法はどうかな？とこどもに相談してみる感覚です。そして、こどもが自分でそ

れを選ぶかどうか、決定はこどもができることも大切であると思います。納得して自分で選ぶ、この経験の積み

重ねが『自己決定力』になっていきます。そして、自分の思いを聞いてもらい、自分で選ぶ経験を積むことによ

り、大人の話にも耳を傾けやすくなり、自分の希望を伝えることにつながりやすくなります。これが『相談力』

（困った時に人に相談する・頼る）ことの土台になります。 

 何気ない一コマの関わりであっても、こどもの気持ちを感じながら、提案をし、こどもが自分で決める関わり

はとても大事です。こどもに提案が受け入れられない時もあると思います。そのような時は、ぜひ職員も一緒に

考えたいです。ご家族の皆さんと相談し合いながら、こどもの納得につながる関わりを一緒に見つけていきまし

ょう。    （参考：自閉スペクトラムの子の育て方のコツがわかる本 監修：本田秀夫 講談社） 
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 新年度が始まり最初の行事、『親子運動会』が各４園で行われました。親子で一緒に身

体を動かしてふれあいを楽しむことを目的として、テーマや種目を考えています。親子運動

会を通して、お子さんの新たな一面や成長を感じられる場面があったのではないでしょう

か。保護者の皆さんと一緒に成長を喜び合えることを嬉しく思います。 

 

さて、親子運動会と同じ時期に行われていたこととして、保育参加日や家族参加デーに、

『先輩保護者を囲んで』がありました。これは、めばえを利用されていたお子さんの保護者

さんをお招きして、めばえ時代のお子さんの様子やエピソード、ご家族のお話等々、先輩の

お母さんお父さんから子育てのお話を聞かせていただく機会となっています。 

 

今回ひがしめばえでは、支援学級（知的）の５年生、支援学校（知的）の４年生のお母さ

ん、支援学校（知的）の２年生のお父さんをお招きしています。 

お話の中で、「待つことが苦手だったけれど、自分のできる時に娘と姉に１冊ずつ読むよ

うにしました。少しずつ病院の診察時間に本を読んで待つようになり、今では本が好きな子

になりました。」や「診察の受付時に、自分で診察券を渡したいと言ったので挨拶をしっか

り行うようにと約束をして任せてみました。その日から受付は娘に任せていますが、挨拶は

学校の先生にも気持ちの良い挨拶をしてくれますね、と褒めてもらえるほどです。」、「子育

てで思うことは、人が好きな子になってほしいということ。大切に思うことは『うまれてき

てくれてありがとう』を言葉で伝えること。えがおのシャワーをいっぱいかけてあげたいと

思っている。」、「めばえ時代のママたちとランチをした時に、就学前の頃が一番大変だった

かもしれないと言う話をしました。少しずつ経験を通していろんな生きづらさが減ってき

たような気がします。大変だと思っていた時に、力をいっぱい蓄えていたのだと今は思いま

す。」などと、素敵なお話をたくさん聞かせていただきました。 

 

お話を通して私自身も当時のことを思い出しました。こどもたちと同じクラスで過ごし

た日々や、保護者の皆さんとのやりとり、そして成長を一緒に喜び合った瞬間など、今でも

とても大切な思い出です。 

きっと現在に至るまで、階段を上るかのように一つ成長が見られたと思っても、また目の

前に新たな課題が出てくることもあったと思います。そして成長し続ける限り、今後も上っ

て・立ち止まってを繰り返していくと思います。歩みの歩幅やペースは一人ひとり違います

が、ご家族の皆さんが寄り添ってくれたことや一緒に乗り越えようともがいてくれたこと、 

 

一歩ずつ、一緒に。 



 

 

お手伝いや役割を任せてもらえたことなどが、きっとこどもたちのパワーや自信となっ

て積み重なっていくのですね。 

お子さんのことを一番に思い、成長を願っているからこそ嬉しいこともあれば、不安にな

ることや「これでいいのかな」「もっとこうしたらよかった」と思う日もあるかもしれませ

ん。でも、今日までお子さんと一緒に歩んできた毎日には、たくさんの頑張りが詰まってい

ます。どうか“今”のお子さんとの時間を大切にしていただきながら、「今日もお疲れさま

でした」と、ご自身にも優しい言葉をかけてあげてください。 

 

今、一生懸命に子育てをされているその一日一日が、きっとお子さんの未来へと繋がって

います。「あんなこともあったね」と懐かしく思い返す日がくることを願いながら、私たち

もお子さんとご家族に寄り添い、歩んでいきたいと考えています。 

それでももし心が少し疲れてしまった時は、めばえで出会った保護者さん同士の縦や横

の繋がりを心の支えの一つにしていただけたらと思います。仲間がいるということはとて

も心強いものです。そして職員にも声を掛けてください。職員もお子さん一人ひとりの成長

を、保護者の皆さんと一緒に喜び合える存在でありたいと願っています。 

 

梅雨時期のじめじめとした天気や台風も過ぎ去り、プール遊びが楽しい今日この頃。次の

行事は『なつまつり』ですね。こどもたちの元気や笑顔をパワーにかえて、暑い夏も乗り切

りましょう。 
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できることからはじめてみよう！  早寝 早起き 朝ごはん 

人間の生体リズムは、脳が毎朝太陽の光を視覚で認識することによって調整しています。これを毎日同じ時間に繰り

返していると、次第に自然な目覚めと、「からだ」「あたま」「こころ」の活発な働きが促されるようになります。 

また、成長に欠かせないホルモンもこのリズムに沿って分泌されるようになります。寝不足や不規則な睡眠リズムはホ

ルモンの分泌に影響を与えてしまい、心身の健康を損なう恐れがあると指摘されています。 

朝食を食べることは、子どもにとっても大人にとっても大切なことです。朝食でブドウ糖をはじめとする様々な栄養素を

補給して、午前中からしっかり活動できる状態をつくることが重要です。よく噛んで食べることは、脳や消化器官を目覚め

させ、早寝早起きのリズムをつけることにつながります。 

健康生活チェック 

 ●朝の光を浴びる 

 ●朝ごはんを食べる 

 ●休日も寝る時間、起床時間、朝ごはんの時間を変えない 

 ●寝るときは部屋を暗くする 

                          

 

 

 

 

 

≪ ８・９月のおもちゃ図書館 ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

菊川おもちゃ図書館あそぼ 

会館場所：プラザけやき  

 ８月 22 日（土）201 会議室 

うたらず運動教室（午前のみ）、申込必要 

９月 12 日（土）検診ホール 

10：00～11：30 13：30～15：30 

連絡先：0537－37－1135 

 

掛川キューピーおもちゃ図書館 

会館場所：総合福祉ｾﾝﾀｰ 

１階 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ 

８月16日（日） 

９月20日（日） 

10：00～12：00 13：00～15：00 

連絡先：0537－22－1309 

 

 
発行者・お問い合わせ／こども発達センター きためばえ                       

 TEL）0538‐30‐7650    FAX）0538‐30‐7651     

 E-MAIL) kitamebae@dune.ocn.ne.jp 

    

ホームページもご覧ください 東遠学園 きためばえ                                           
学園ホームページ 

感謝の心 利用終了児保護者 様         玩具 

給食室 

mailto:kitamebae@dune.ocn.ne.jp


 
 

 

 

 
 

 

８月 
 バス 

○14:30 発 

△13:00 発 

1 土   

2 日   

3 月  〇 

4 火  〇 

5 水  〇 

6 木 保育参加日（なつまつり） × 

7 金 夏休み  

8 土   

9 日   

10 月   

11 火 山の日  

12 水   

13 木   

14 金   

15 土   

16 日   

17 月   

18 火 保育はじめ     〇 

19 水        〇 

20 木   △ 

21 金  〇 

22 土   

23 日   

24 月  〇 

25 火  〇 

26 水  〇 

27 木  △ 

28 金  〇 

29 土   

30 日   

31 月  〇 

○６日(木) 保育参加日(なつまつり) 
保育参加日に行います。詳細は別紙を 

ご確認ください。 
８/７(金)から夏休みとなりますの

で、園でお預かりしている荷物を全て持
ち帰ります。 

 
○７日(金)～17日(月) 夏休み 

ご家族で楽しいお休みになるよう、 
けがや病気、事故には気を付けてお過ご
しください。 
 夏休み明けの 18 日(火)には元気に登
園できるよう、お休み中もしっかり三食
食べて早寝早起きをして、規則正しい生
活を心がけましょう。 
 
※緊急時は、きためばえにご連絡下さ
い。携帯電話に転送されますので、長
めにかけて下さい。 
☎０５３８－３０－７６５０ 
着信を確認後、携帯電話から折り返し
電話します。  

 
○17 日(月)～26 日(水)  

カンファレンス週間 
 期間中は、前期のこどもたちの成長を
職員で振り返る会議を行い、これからの
園でのよりよい支援に繋げていきます。 
 20日(木)以外は短縮日課ではありませ
ん。期間の家庭支援は事前にご相談して
いただけると助かります。預かり事業は
通常通り実施します。 
  

7 月の請求書発行について 
夏休みの関係で、通常よりも請求書の発

行が遅くなり、８月 18日に配布させていた
だきます。ご承知おきください。 

 
 
１(火) 総合防災訓練 
７(月)～18(金) 個別面談週間 
17(木) 保育参加日(施設運営懇談会) 
26(土) クリーン活動 
29(火)、10/１(木)、10/２(金)祖父母参観 

９月の予定 

８ 月 の 予 定 

前
期
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
週
間 


